
東海化学工業会セミナー

「地球温暖イヒ対策技術の現状と動向」
主 催  東 海 化 学 工 業会

共催  日 本イビ当覇義皮部 イ鵬担畔会東鶴に部 電気化学会東海支部 日本分析学会中音岐部 高分警諄さ束晦支部

日本油化学会東海支部 有 機合成化学協会東海支部 石 油学会東海支部 色 材協会中部支部

日本原子力学会中部支部 日本接着学会中部支部 表 面技術協会中部支部 日本レオロジヨ学会中部支部

日本セラミックス協会東海支部

協賛 倶め中部科学技術センター (助名古屋市工業技術振興協会 愛知工雌

平成20年は京都議定書の温暖化ガス排出削減の約束期間開始年にあたり、地球温暖化問題が洞爺

湖サミットの重要議題になるなど、低炭素社会への実現に向けた取り組みが本格化しつつあります。そこ

で、温暖化対策技術としてC02処理やバイオマスなどの技術開発状況、低炭素化に向けた企業の取り組

み例について、それぞれご活躍の講師の方にご紹介いただきます。多数のご参加をお待ちしております。

日時 平 成 20年 10月 31日 (金) 13:20～ 17:00

場 所 名 古屋市工業研究所 管 理棟 3階  第 1会議室  (名 古屋市熱田区六番三丁目4番 41号 )

<交 通>地 下鉄 (名港線)・市バス共に 「六番町」下車スグ http://―.nmi‖.dty.nagoya.jp/

ノログラス

13:20～ 14:10 「 セラミックプロセスにおける環境負荷低減への取組み 」

日本ガイシ株式会社 製 造技術本部  勝 川 裕幸 氏

14 10～ 15:00 「 地球温暖化対策としての C02の 回収 ・貯留技術開発動向 」

財団法人 地 球環境産業技術研究機構 (Rl丁E) 伊 東 明人 氏

20  休 憩

10 「 トヨタ自動車の地球温暖化対策の取組みについて 」

トヨタ自動車株式会社 CSR・ 環境部  岡 山 豊  氏

00 「 バイオディーゼル燃料の製造および現状と将来展望について 」

滋賀県立大学 工学部 機械システムエ学科  山 根 浩二 氏

参加費   会 員及び共催 ・協賛団体会員 (会社関係)6,000円 、(大学 ・官公庁)3,000円

非会員 9,000円、 学 生 1,000円

定 員    60名 (定員になり次第、締め切らせていただきます。)

申込方法  添 付の申込書に、勤務先・所属部署口氏名・所在地口連絡先・送金方法を明記の上、

事務局宛にFAXま たは郵送でお申し込みください。

〒460-0008名 古屋市中区栄二丁目 17-22 中 部科学技術センター内

東海化学工業会  TEL:052-231-3070   FAX i 052-204-1469

送金方法  参 加費は、下記のいずれかで 「東海化学工業会」へ 10月 30日 までにご送金ください。

① 現金書留   ② 銀行振込 [三菱東京UF」銀行 名古屋営業部 (普)662-250]
③ 郵便振替 [00810-3-11433]
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平成 20年   月   日

勤務先 会員(会社関係)、会員(大学 ・官公庁)

[共催 ・協賛団体名 :           ]

非会員、学生 [紹介者名 :         ]所属部署

氏  名 参加費       円

所在地 一Ｔ

連絡先
丁EL(   )    一           FAX(   )    一

E―mall

送金方法 現金書留   銀 行振込   郵 便振替   送 金日 (   月    日 頃)


